
公益社団法人宮城県物産振興協会に対する経営評価委員会意見 

 

項  目 意    見 対象 

物産の販売量

の拡充につい

て 

 

団体は，消費者ニーズに対応した販売手段の導入や販路の開拓，内部

人材の育成など，物産の販売数量の拡大に向けた販売戦略を構築し，収

支改善に取り組むこと。 

特に，Ｅコマースは競争が激しい分野であることから，Ｅコマースに

長けた外部専門家を有効に活用するとともに，公益法人としての役割を

意識して事業展開を図ること。 

 

団体 

会員の増加に

向けた取組み

について 

  

公益性を確保する上でも会員数の増加を図ることが重要であることか

ら，団体は，県内事業者のニーズや団体に対する期待を的確に捉えた上

で，会員になるメリットの一層の充実を図り，会員数の増加に努めるこ

と。 

 

団体 

組織の見直し

について 

 

 団体は，公益法人であることの利点及び制約，団体の役割，財務状況，

事業の効率性等を考慮し，一般法人化をはじめとする組織形態の見直し

や，営利事業と非営利事業の分割，他団体との統合などの組織再編の可

能性について，県と共に検討すること。 

 

団体 

・県 

 


